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自立と社会参加 

                            校 長  髙橋 篤 

 

 11 月初旬には、市内の至るところで木々の葉が色づき始め、遅い秋の訪れを感じさせてくれま

したが、次第に落葉し、朝晩の冷え込みと併せ、初冬の訪れを感じる季節となりました。また、イ

ンフルエンザも都内で流行し、市内の多くの小学校では学級閉鎖等の措置がとられています。本校

では、現在のところ、大きな流行（欠席生徒の増加、学級閉鎖）とはなっていませんが、引き続き、

うがいや手洗い、加湿など、状況に応じた感染対策を校内でも行っていきたいと考えています。 

市内中学校の教員の研修会（中教研）の一つに「特別支援教育部会」という部会がありますが、

先日、市内の全特別支援学級（知的・情緒）の教員と、本校こぶし教室の教員と一緒に、日野市に

ある会社を訪問してきました。「特例子会社」であるその会社は、障がいのある方が、清掃や、会

社内の郵便物等の仕分け作業、会社内の売店での販売等、様々な仕事を正社員として、フルタイム

で働いている会社です。会社の管理職、職業・生活相談を担当されている方々に加え、特別支援学

校を卒業して就職して数年経過した社員の方とお話ししたり、見学をさせていただいたりしまし

た。 

社員の方は、自身の数年前の学校生活を振り返り、「今思えば、学校生活で取り組み、良かった

と思えることの一つに、体力をつけ、身体を動かすことを、学校部活動や休み時間の友人とのスポ

ーツ等を通して行い続けたこと」、「勉強は就職すれば終わりだと思っていたが、実は違うことに気

づき、漢字や計算をする力、あきらめないで取り組むことは、社会人になってからすぐにできるわ

けではなく、学校生活での積み重ねがあって初めてできることに気づいたこと」のお話をお聞きし

ました。今の夢は、「一生懸命育ててくれた両親を安心させたい、そのために、こつこつ給料を貯

めて、一人暮らしをして自立したい」と、笑顔で話してくださいました。 

また、管理職・職業・生活相談をされている方々からは、学校生活を送る中学生や、教職員、保

護者に期待することとして、「社会性（ルールを守る、コミュニケーション能力）の育成」は勿論

だが、「何か失敗したり、わからなくなってしまったりした際に、とりあえず『ごめんなさい』と

いえば済むという認識は改めてほしいこと」・「やがては親からの支援から、親の老いや介護の問題

を考えていかなければならず、そのためにも『①わからないことはわかりませんと進んで言い、解

決できるような力をつけること』『②家での手伝いの経験の有無は、仕事をする上で非常に影響が

あること』『③自分なりのストレス発散のための余暇活動の有無が重要であること』」の話を伺いま

した。 

障害の有無や性別、国籍、文化等、一人ひとりの違いを認め合い、多様な生き方を各自の意志で

選択するとともに、「支える」「支えられる」という関係を超え、誰もが大切な社会を担う一員とし

て助け合う「共生社会」の実現が謳われて久しくなりました。本校でも取り組んでいるＳＤＧｓの

視点を踏まえたＥＳＤ教育を更に充実させていくことを再認識しました。今年度の取組や成果、課

題を振り返りながら、令和８年度の教育課程編成に向け、準備を進めていきたいと思います。 

       

 



◆部活動等の戦績◆ 

●【ソフトテニス】 

東京都ソフトテニス新人大会  

女子団体の部 べスト３２ 

（令和 7年 11月 16日）：有明テニスの森 

●【剣道】 

第 64回東京都中学校秋季剣道大会新人大会 

（令和 7年 11月 2日）：東京武道館 

男子団体 ベスト１６ 

●【美術】 

修学旅行のしおり表紙絵・永光祭合唱の部のプログ

ラム等素晴しい作品を提供してくれています。11月

30日（日）には、立川立飛の木下大サーカス特設会

場に行ってきました。色々なことにチャレンジして

います。さて、部員の仲の良さを紹介します。一人

ひとりの部員を絵で表現しています。部員でなくて

も分かる絵は素敵です。【3 年 木内 茉里香 作】 

●【税の標語】「支えあう税で広がるやさしい社会」 

2年 羽田 結希・・・日野税務署長賞 

 (令和 7 年 11 月 14 日 多摩市立関戸公民館 ヴ

ィータホールにて納税表彰式に参列) 

●【税についての作文】  

3年 池田 晴信 八王子都税事務所長賞 

「誰かを助け、助けられる税金」      

3年 澤路 月紀 南多摩納税貯蓄組合連合会会長賞 

 「『人知れず』に感謝の税」 

3年 西村 琉惺 国税局又は全国レベルの審査へ上申中 

 「未来の税金はどうなると思うか」 

3年 和田 史亜 国税局又は全国レベルの審査へ上申中 

 「笑顔につながる税金」 

 （令和 7年 11月 19日 多摩市役所 3階会議室） 

 

◆行事関係の様子◆ 

●10 月 24 日(金)･･･５･６校時スケアードストレー

ト。スタントマンの実演や解説を通して交通安全に

関して深く学ぶことができました。特に、自転車の

スピードの出しすぎには注意しましょう。 

 

 ●11月 14日(金)･･･花火大会（18時～19時） 

青少協永山地区委員会・青少協瓜生地区委員会主催 

 両青少協地区委員会の方々や PTA 役員の皆様、

そして生徒会本部役員の皆様のご協力ありがとう

ございました。本部役員の打ち上げ花火の解説があ

り、和やかなひと時を過ごすことができました。 

  


